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ウエイン・ローレンス
０．はじめに
　本稿では徳之島天城町浅間の方言音調を、部分的ながら、解析する。１節では単純名詞
と長い複合名詞の音調を概説する。長い複合名詞の分析案は３.３節の資料を説明するため
に考案したものである。２節では高起音調の二音節四拍名詞を取り上げ、「ha㸎dai「阪大」
対「ha㸎
」
dai「飯台」のような最小対もあることはあるが､１  音調が下降するかどうかは予
測できると論じる。予測できるとすれば、高起音調の二音調は音韻論な対立がなく、一型
であるといえる。３節では浅間方言の -gama という指小辞でおわる指小語形の音調（の上
昇位置）の特定を試みる。
１．序論
１.１　単純名詞の音調と音節の軽重
　ごく少数の単語を除き、浅間方言の各語形は少なくとも一つの重音節（長母音か二重母
音を含むか、撥音か促音で終る音節）がなければならない。重音節の位置と音調型を基準
にすると浅間方言の多くの単純名詞は共時的に次の三つの語類に分類できる｡２
 ⑴ A: 「kazj㷓㷓「風」，「husjuu「臍」，「m㷓z㷓㷓「水」，「㷊us㷓㷓「牛」…
   「C㷓ruu「弦」，「㷊is㷓㷓「石」，「kabii「紙」，「㷊utaa「歌」…
   「c㷓kjaa
」
ra「力」，「kataa
」
c㷓「形」，「k㷓buu
」
s㷓「煙」，「s㷓ruu
」
s㷓「印」…
   「kas㷓㷓
」
gui「痰」，「n㷓㸎
」
goro「妾」，「㷊waa
」
nai「嫉妬」（岡村 2007：40）…
  B: C㷓na「a「綱」，㷊iru「u「色」，kusja「a「草」，s㷓ma「a「島」…
   㷊am㷓「㷓「雨」，㷊icja「a「板」，kata「a「肩」，mumu「u「腿」…
   㷊aNba「a「油」，kujumi「i「暦」，s㷓darë「ë「簾」…
    㷊ameri「kaa「米国」（上野 2014：153），toogu「raa「炊事場のある別棟」（上野 
1996：16）…
  C:  haa「ma「浜」，huu「n㷓「骨」（上野 1996：29），kaa「m㷓「瓶」，nuu「mi「蚤」…
   huu「n㷓「舟」，kaa「g㷓「影」，naa「b㷓「鍋」，s㷓㷓「z㷓「青筋」…
   kataa「na「刀」，kutuu「ba「言葉」，s㷓gaa「ta「姿」，㷊unaa「gi「鰻」…
   dëëkuu「n㷓「大根」，gaz㷓maa「ru「榕樹」，s㷓tum㷓㷓「t㷓「早朝」…
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　浅間方言のA語類の単語は語頭から高く、第二拍を含む音節は重音節である。B語類は
語末音節が重音節で、四拍以下の単語の場合は語末拍が、五拍の単語の場合は語末音節が
高い。C語類は前語末拍を含む音節が重音節で、四拍以下の単語の場合は語末拍が、五拍
の単語の場合は語末音節が高い｡３
　各語類の重音節を作り出す長母音化は共時的な音韻過程であると考えられる。このこと
を示す例に gii「gja ~ gigjaa「s㷓「虱の卵」（ローレンス・岡村 2009：17）と gaa「ra ~ garaa
「s㷓「烏」という単語がある。この名詞の基底形がそれぞれC音調型の /gigja（s㷓）/，/gara（s㷓）/ 
であるとすれば、第一音節と第二音節の母音の長短の交替は、前語末拍を含む音節の重音
節化という一つの音韻過程に還元できる。
　低起音調（⑴ のB語類とC語類）の四拍語は基本的に語末拍のみが高い音調（µµµ「µ）に
なるが､４  それより長い語形だと語末拍ではなく、語末音節が高くなる（µµ…µ「σ）｡ ５ 
niz㷓ka「㸎「二時間」と s（j）a㸎z㷓「ka㸎「三時間」、㷊ub㷓ju「㸎「覚える」と haar㷓「ju㸎「別れる」
の音調上昇の位置の違いはこのように語形の長さに因る。
１.２　長い複合名詞の音調付与
　岡村他（2006）、上野（2014，2015b）により、浅間方言の複合名詞の資料はかなりそろっ
てきているが、本節では低起音調の長い複合名詞の音調付与過程の一案を呈する。本稿で
いう長い複合語とは、前部成素か後部成素のいずれかあるいは両方が三拍以上の長さをも
つ複合語である。
　低起複合語形成過程において、多くの単語は前語末拍を含む音節（一部の単語は語末拍、
あるいは前々語末拍６）が重音節になる。この長母音化がいったん適用した形式が次のよ
うな音調付与過程を受けると考えられる。
　複合語の前部成素に左から二拍からなる moraic trochee の韻脚（重音節 = 一韻脚）を
構築する。後部成素に左から弱強型韻脚（iambic foot）を構築する｡７, ８  韻脚構築は形態
素境界をまたがない。複合語の左端にある最大の韻律単位（拍か韻脚）を韻律外にする。
新しく左端にあらわれた最大の韻律単位（拍か韻脚）をとばして、高音調をその次の韻脚
の初頭拍に付与する。別の高音調を後部成素内の前語末拍を含む重音節に付与するが、そ
の前語末拍（後部成素が一拍成素なら、語末拍）が軽音節の場合、単語内に他に高音調が
ない場合に限って高音調を付与する。単語内に高音調が複数ある場合、その間の拍はすべ
て高く発音される。
　以上のプロセスを踏むことによって⑵の長い複合名詞の音調が導き出される。
　（<　　> = 韻律外、（　　）= 韻脚、 -   = 直接構成素間の境界）
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 ⑵ a. <（wata）>（kusja）r㷓 -（「mu㸎）「腹の腐った者」[0918]
  b.  <（tama）> s㷓（「tari）-（mu㸎）「利口者」[0932]　（tamaa「s㷓「賢さ」（岡村 2007： 
 147））
  c.  <（Kuri）>（s㷓ma）s㷓 -（「jas㷓㷓
」
）mi「クリスマス休み」（Kuris㷓「maa
」
s㷓「クリスマス」）
  d.  <（㷊ocja）> no（「miz㷓）-（dai）（gaa
」
）ku「お茶の水大学」９  （㷊ocjano「mii
」
z㷓「御茶 
 ノ水」）
  e. <（mata）> ba（「s㷓㸎）-（koo）（jaa
」
）ku「二股膏薬」（上野 2014：151）
  f. <（hoQ）>（kai）do -（「gaa
」
）s㷓
   　　　　　　  ʃ　　　　　　　　　　　　　　　  （上野 2014：156）
   <（hoQ）>（kai）（「doo）-（gaa
」
）s㷓「北海道ガス」（hoQkai「doo「北海道」）
  g. <z㷓>（bo㸎）-（「s㷓taa）「ズボン下」
  h. <（㷊a㸎）> ba -（「misjuu）「油味噌」
  i.  <（too）> -（c㷓「buu
」
）ru「かぼちゃ」（上野 2014：174）（C㷓buu「ru「かぼちゃ」）
  j.  <（naha）> -（too）（「c㷓buu
」
）ru「那覇かぼちゃ」（上野 2014：174）
  k.  <（naha）> -（kjoo）gi（「zjoo）「那覇競技場」（上野 2014：175）（「kjoogizjoo「競技 
 場」）
  ℓ.  <（gjuu）> -（naku）（「sjaa
」
）mi「漁遊び」（岡村 2007：67）（「nakuu
」
sjami「遊興 
 行事」）
  m.  <（de㸎）>（s㷓㸎）-（「baa
」
）（s㷓ra）
   　　　　　　  ʃ
   <（de㸎）>（s㷓㸎）-（「bas㷓㷓
」
）ra「電信柱」（上野 2014：150）
  n.  <cja> -（baa）（「s㷓
」
 ra）「茶柱」
　（2a-e）の前部成素はいずれも五拍であるが、音調の上昇位置の違いは語構造に起因する
韻脚構造の違いに依る。（2k，ℓ）の上昇位置の違いは後部成素の語構造の違いに由来する。
（2k）の後部成素 kjoogizjoo の構成はkjoogi-zjoo であるため、（kjoo）（gizjoo）のように韻
脚は構築されない。（2j）では高音調は規則どおりに韻脚の初頭拍に付与され、後部成素に
弱強型韻脚構造が形成される一つの証左になる。（2i）では、語頭の韻脚が韻律外で、その
左端の最大の韻律的単位（c㷓buu という弱強型韻脚）がとばされるから、韻脚の左端に音
調の上昇がない。高音調は右から前語末拍を含む重音節に付与されているものである。
（2m，n）の例は、右から付与される高音調は重音節に付与され、他に高音調がない場合に
のみ軽音節に付与されることを示す例である。
　（2c）の前部成素の単独形は Kuris㷓「maa
」
s㷓「クリスマス」である。前語末音節が長母音
化していることから、これはC語類に所属する語形であると察せられるが、五拍までのC音
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調型の語形と異なり、語末音節のかわりに、前語末音節が高い。複合語ではないが、複合
語の音調付与規則を適用すれば <（Kuri）> s㷓（「maa
」
）s㷓 という、実現形と一致する形が得
られる。六拍以上の単純名詞は複合語が受けるのと同じ音調付与過程をうける可能性があ
る。
　上野（2015b）に㷊akoo「dio㸎「アコーディオン」（182頁），bora㸎「tijaa「ボランティア」（200
頁），kari㸐oru「nijaa「カリフォルニア」（185頁）の語末二音節が高くなる単純名詞がみら
れる。音調の上昇位置を韻律構造で捉えようとすれば、韻律構造を <㷊a>（koo）（「dio㸎），
<bo>（ra㸎）（「tijaa），<（kari）>（㸐oru）（「nijaa）のように、二拍の韻脚の次に弱強型韻脚を構
築しなければならない。㷊esuka「reetaa「エスカレーター」（上野 2015b：183）が <（㷊esu）> 
ka（「ree）（taa）であって、*<（㷊esu）>（karee）（「taa）でないことから、単純名詞では最初
の韻律的な二拍からなる韻脚の右に弱強型韻脚が立てられることが想定できる｡10  これは
複合語と若干異なる状況である。（2h）が示すように複合語では前に韻律的な二拍からな
る韻脚がない場合にも弱強型韻脚は複合語の後部成素から構築されていく。
２．高起音調語彙は多型か
　浅間方言では高起と低起の音調がある（上野 1977，2014）。１.１節では、重音節の位置
と音調の分布からみて、浅間方言の名詞を三型に分類したが、高起音調語には ⑶ の例の
ように起伏音調の語形と平板音調のものとがある。
 ⑶ 「kjuu
」
dai「及第」 「kjuudai「九大」
  「kwa㸎
」
sjai「関西」 「kwa㸎too「関東」
  「te㸎
」
ki㸎「転勤」 「te㸎koo「転校」
  「tei
」
sje㸎「停戦」 「sjuusje㸎「終戦」
このような例があるため、高起音調語（⑴のA語類）は一型なのか、多型なのかが問題に
なる。本稿では、高起音調の二音節四拍名詞の調査に基づき、最小対のようにみえる語形
が存在するものの、高起音調語の音調下降の有無は予測できるとして、高起音調は一型に
収まることを論じる。
２.１　母音終わり語形
　⑶の「kwa㸎
」
sjai「関西」対「kwa㸎too「関東」の音調対立は、次の語形が示すように、
二重母音 対 長母音の違いに因るものである。
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  σ-CVi σ-CVː
  「㷊oo
」
bai「蝿」（上野 1977：206） 「㷊oobaa「オーバー」[1407]
  「hoo
」
tai「包帯」[0092] 「taihoo「大砲」[0522]
  「Kwa㸎
」
kei「関係」[1893] 「Kwa㸎koo「観光」（上野 2014：166）
  「Kwa㸎
」
sjei「完成」[1827] 「teiboo「堤防」[1213]
  「kjoo
」
zjai「教材」 「kjootoo「教頭」（上野 2014：170）
  「kjoo
」
tei「競艇」 「gi㸎koo「銀行」[0559]
  「jei
」
sjei「衛星」 「jeijoo「栄養」[0200]
  「cjoo
」
mei「長命」 「cjoocjoo「町長」[0695]
  「je㸎
」
kwai「宴会」 「je㸎sjoo「演奏」
  「㷊waa
」
nai「嫉妬」（岡村 2007：40） 「㷊waagoo「宝貝」（ロ・岡村 2009：179）
  「ha㸎
」
dai「飯台」[0373] 「toQkjuu「特急」[0428]
  「kjuu
」
dai「及第」[1112] 「kjuukoo「急行」
  「mo㸎
」
dai「問題」[1782] 「do㸎koo「鈍行」[0429]
  「Ki㸎
」
bui「篩」（ロ・岡村 2009：175） 「Ki㸎joo「金曜」（上野 2014：172）
  「Ki㸎
」
sjei「金星」 「t㷓Qpoo「鉄砲」[1328]
  「sui
」
sjei「水星」 「s㷓idoo「水道」[1209]
  「jo㸎
」
kai「四階」[0345.2] 「jo㸎goo「四合」（上野 2014：145）
  「jo㸎
」
kwai「四回」[1700] 「jo㸎bjoo「四秒」
  「kjuu
」
kwai「九回」 「kjuugoo「九合」
  「㷊o㸎
」
kai「音階」 「huusjoo「疱瘡」（ロ・岡村 2009：174）
  「㷊o㸎
」
dai「音大」（上野 2014：169） 「kuukoo「空港」
  「ta㸎
」
dai「短大」（上野 2014：170） 「ke㸎zjuu「拳銃」
  「ta㸎
」
mei「短命」 「bi㸎taa「頬」（柴田 1960：26）
  「bu㸎
」
mei「文明」 「KuQsjaa「田虫」
  「ma㸎
」
zjai「漫才」 「m㷓Qtaa「水田」（ロ・岡村 2009：177）
  「ma㸎
」
rui「満塁」 「mootaa「モーター」
  「haa
」
dui「赤い鳥」 「sja㸎s㷓㷓「算数」[1839]
　二重母音で終るにもかかわらず、平板音調となる「kjoodai「京大」（上野 2014：168），
「kjuudai「九大」（上野 2014：169），「ha㸎dai「阪大」に対して、同じように略語でありな
がら、平板音調でない「㷊o㸎
」
dai「音大」（上野 2014：169） と「ta㸎
」
dai「短大」（上野 
2014：170）がある。「ha㸎dai 「阪大」対「ta㸎
」
dai「短大」の近似最小対があることから、
ここの音調の違いは分節音にかかっているものではないといえよう。ここで音調を決定す
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るのは固有名詞 対 普通名詞の違いであると思われる。固有名詞である高起の略語は平板
音調になるようである。新聞の略称である「sa㸎kei「産経」（上野 2014：167）もこの類の
例であろう。
　他に「koQkwai「国会」，「sjeQkwai「石灰」対「je㸎
」
kwai「宴会」の対立がある。用例は
少ないが、-CiCiwai で終る高起の二音節四拍名詞を平板音調にする規則があるようである。
２.２　撥音終わり語形
　高起音調で、撥音で終わる二音節四拍名詞の大部分は次の例のように語頭音節のみが高
い。
  「kai
」
da㸎「階段」[1148] 「ge㸎
」
ki㸎「現金」[0565] 「je㸎
」
z㷓㸎「エンジン」[1556]
  「hoo
」
s㷓㸎「方針」[0694] 「kjoo
」
t㷓㸎「（気が）動転」 「kjoo
」
i㸎「教員」
  「mei
」
s㷓㸎「迷信」[0952] 「㷊u㸎
」
c㷓㸎「運賃」[0575] 「ge㸎
」
kwa㸎「玄関」
  「kai
」
gu㸎「海軍」 「kuu
」
gu㸎「空軍」 「ma㸎
」
i㸎「満員」[1816]
  「ma㸎
」
ta㸎「満タン」 「ta㸎
」
pa㸎「短パン」 「haa
」
ga㸎「赤蟹」
  「haa
」
gi㸎「赤い服」 「z㷓㸎
」
ta㸎「仁丹」 「zja㸎
」
pa㸎「残飯」
  「sjai
」
ba㸎「裁判」 「㷊a㸎
」
zja㸎「暗算」 「tai
」
wa㸎「台湾」
（上野 2014：153）
  「zjuu
」
ta㸎「絨毯」 「t㷓㸎
」
ga㸎「発作」 「te㸎
」
ki㸎「転勤」
（岡村 2007：97）
  「kaa
」
to㸎「カートン」 「njuu
」
to㸎「ニュートン」 「roo
」
so㸎「ローソン」
（上野 2015b：204）
  「jo㸎
」
ma㸎「四万」 「jo㸎
」
pu㸎「四分」 「kjuu
」
hu㸎「九分」
　但し、-e㸎 で終わる名詞の場合、平板音調になる語は少なくない。次の例からわかるよ
うに、-e㸎 で終わる二音節名詞の語頭音節が長母音を含むもので、しかも数詞でもない場
合はその語形は平板音調になると言える。
  「tei
」
sje㸎「停戦」 「sjuusje㸎「終戦」
  「㷊o㸎
」
sje㸎「温泉」 「huusje㸎「風船」
  「㷊u㸎
」
te㸎「運転」[0413] 「huute㸎「ふうてん（の寅さん）」
  「ma㸎
」
te㸎「満点」 「kaate㸎「カーテン」[0272]
  「tei
」
de㸎「停電」 「baate㸎「バーテン」
  「jo㸎
」
te㸎「四点」 「baage㸎「バーゲン」（上野 2015b：194）
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  「jo㸎
」
sje㸎「四千」 「hooge㸎「方言」（上野 2014：163）
  「z㷓㸎
」
ke㸎「人絹」[0265] 「㷊ooe㸎「応援」（岡村 2007：13）
  「sjai
」
re㸎「サイレン」[1330] 「raame㸎「ラーメン」
  「kjuu
」
sje㸎「九千」
  「kjuu
」
te㸎「九点」
　地名の「㷊waazj㷓㸎「岡
おか
前
ぜん
」（上野 2014：155）も平板音調である。歴史的には *okaze㸎 に
遡る語形であろうと思われるが、 第二音節が共時的に /ze㸎/（すなわち、 基底形が 
/㷊waaze㸎/）であると仮定すれば、この地名の音調は規則的に派生できる。
　語頭音節が長母音を含む「zjoomo㸎「縄文」（上野 2014：159）という例も平板音調になっ
ている。「kuupo㸎「クーポン券」（上野 2015b：186）と「piima㸎「ピーマン」（上野 2015b：
196）の例を考え合わせれば、ViVi- [唇音] [o/a]㸎 で終わる名詞を平板音調にする規則が想
定できよう。
　「teQki㸎「鉄筋」，「teQpa㸎「鉄板」，「㷊uQpu㸎「鬱憤」（岡村 2007：74）の例がそろって平
板音調になっていることから、-CiCiV㸎 でおわる高起の二音節名詞は平板音調になるとい
えそうである。この場合、外来語は平板音調にならないようである（参照：「waQ
」
pe㸎「ワ
ッペン」）。
　「ta㸎s（j）a㸎「炭酸」（上野 2014：157）も平板音調である。-s（j）a㸎 で終る他の高起の名
詞は見付かっていないが、この語形の平板音調は何らかの規則の適用のために生じている
と考えたい。
　以上は二音節名詞を見てきたが、高起音調の動詞の場合も、音調は予測可能である。動
詞の場合、「n㷓㸎bju㸎「眠る」，「n㷓㸎baa「眠ろう」，「n㷓㸎dai「眠ったり」の例が示すように、
子音終わり母音終わりにかかわらず音調は語末に一番近い重音節まで続く（上野 2001：
22-30，45-50，54-55 参照）。
２.３　結論
　二音節四拍節名詞を調査した際、インフォーマントから «「teQpe㸎「鉄片」とは言わない»， 
«「te㸎
」
sjai「転載」は島では使わない»，«「suu
」
kwai「数回」や「suubjoo「数秒」は使わな
い» というような指摘が度々あった。使われない語形ではあるが、方言音調で発音される
と「規則どおり」の音調になることから、本稿で提案した諸規則は生産性が高いといえよう。
　資料がまだ不十分なため本稿では扱わなかったが、-mu㸎「物・者」で終る高起複合名詞
の音調、そして「Kwaamui「子守」（上野 2014：145），「T㷓㸎dui「お手玉遊び」（岡村 2007：
37）のような名詞＋動詞からの転成名詞の複合語の音調を考察することなどが今後の課題
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であろう。
３　指小語形の音調
３.１　指小語形の形成
　浅間方言の指小接尾辞は -gwaa で、指小語形は音調によって次のように三つのタイプに
分類できる｡11
  　語頭から高い 　指小辞に上昇がある 　指小辞より前に上昇
  「naagwaa「名前」 naagwa「a「菜っ葉」 C㷓㸎mja㸎「dëragwaa「蝸牛」
  「mazju㸎gwaa「蛇」 㷊us㷓gwa「a「牛」 gu㸎zja「muQc㷓gwaa「鯨餅」
  「zjuus㷓gwaa「ジュース」 buus㷓「gwaa「帽子」 s㷓gjoro「mu㸎gwaa「刃物」12
  「n㷓㸎gorogwaa「妾」 dëëguruma「gwaa「独楽」 㷊utu㸎「zjamagwaa「兄弟姉妹」
　語頭から高い指小語形はA音調型の単語からしか作られないが、A音調型の単語に 
-gwaa が付けば必ず語頭から高い音調の指小語形になるわけではない。具体的には、（C）
Vi型一音節語および（C）VCV: 型の単語は、音調の型に関わらず、指小語形は低く始まり、
上昇は指小辞に現れる。
  「CVi + -gwaa　→　CVigwa「a
   huigwa「a（「hui「篩」），tuigwa「a （「tui「鶏」）…
  「CV: + -gwaa　→　「CV:gwaa
   「dëëgwaa（「dëë「竹」），「iigwaa（「ii「柄」），「koogwaa（「koo「川」）…
  「CV㸎  + -gwaa　→　「CV㸎gwaa
   「bu㸎gwaa（「bu㸎「盆」），「te㸎gwaa（「te㸎「点」），「zj㷓㸎gwaa（「zj㷓㸎「膳」）…
  「CVCV: + -gwaa　→　CVCVgwa「a
   hud㷓gwa「a（「hud㷓㷓「筆」），㷊ibigwa「a（「㷊ibii「蝦」），judagwa「a（「judaa「枝」）…
　指小辞がつくことによって、次の例のように意味を区別する音調が中和され、同音異義
語ができる。
 ⑷ 「㷊am㷓㷓「飴」 
㷊am㷓gwa「a
 「hanaa「鼻」 
hanagwa「a
  㷊am㷓「㷓「雨」
→
→   hana「a「花」
→
→  
  「majuu「猫」 
majugwa「a
  maju「u「眉」
→
→  
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　⑷の指小語では、音調が中和されるばかりでなく、単独形の長母音は指小語形の中で短
母音として現れる。A・B・C の各音調型の二･三音節語の指小語形における長母音の分布
は次の例から読み取れる。
 /㷊uta/A 「歌」→「㷊utaa，㷊utagwa「a /minato/A 「港」→「minaa
」
to，「minatogwaa
 /sj㷓wa/B 「心配」→sj㷓wa「a，sj㷓wagwa「a /unagu/B 「女」→unagu「u，unagu「gwaa
 /sjata/C 「砂糖」→sjaa「ta，sjaata「gwaa /tanaga/C 「手長えび」→tanaa「ga，tanaga「gwaa
以上の例から、C音調型二音節語の長母音は、指小語の中に長いまま現れるが、その他の
長母音は指小語では短く現れるといえるようである。長母音化が適用する前に -gwaa が接
辞して長母音化を阻止するのであろうか。それともいったん長母音化した名詞に -gwaa が
接辞し、それから短母音化が適用するのであろうか。
３.２　短母音化過程の必要性
　浅間方言に hamoo「r㷓㷓「浜降り」という単語がある（岡村他 2006：75[0961]; 岡村 2012：
22）。共時的にはこれは B音調型の /hamoor㷓/ であろう｡13  基底形が第二音節の短い 
/hamor㷓/ なら、B型音調は *hamor㷓「㷓で、C型音調は *hamoo「r㷓になる。/hamor㷓㷓/ なら、
B型音調もC型音調も *hamor㷓「㷓 になると推定できる。このことから、hamoo「r㷓㷓の第二音
節が基底では長母音であることがわかる。しかし、この単語が複合名詞の前部成素になっ
ている hamor㷓「baa
」
ka「浜降り墓」（岡村 2012：22）では第二音節が短母音で現れる。つ
まり複合語化の過程において、長母音が短母音化することがあると結論できる。同じこと
が上野（1977：11）が挙げている toogi「㸎「黍?」と tooto「gi㸎「とうもろこし」の語形に
も見られる。tooto「gi㸎 は too-「唐」＋ toogi㸎 に由来すると思われ、本来長母音だったも
のが複合語化の過程において短母音化したとみられる。
　gii「gja「虱の卵」の指小語形は giigja「gwaa であるが、１.１節で論じたように、gii「gja 
が /gigja/ で、C音調型の単語であるために前語末音節の母音が長音化するとすれば、
-gwaa接辞化より先に長母音化が行われるといえる。だとすれば、-gwaa が接辞するとき、
短母音化が惹き起こされることになる。次の例から語頭音節以外の先行する音節が短母音
化を被ることがわかる。
 「bëëbëë「赤ちゃん」 「bëëbëgwaa kjoodë「ë「兄弟姉妹」 kjoodë「gwaa
 gjuunjuu「bi㸎「牛乳瓶」 gjuunju「bi㸎gwaa harac㷓ki「kjoodëë「従兄弟」 harac㷓ki「kjodëgwaa
 「hud㷓㷓
」
㷊ir㷓「筆箱」 「hud㷓㷊ir㷓gwaa koomoo「ri「蝙蝠」 koomori「gwaa
 「Maanuu
」
sja「肩車」 「Maanusjagwaa 「warëë
」
z㷓ra「笑顔」 「warëz㷓ragwaa
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　なお、短母音化しない語形も存在する（次節の⑸にある karee「rais㷓gwaa「カレーライス」，
s㷓gjoro「cjaagwaa「冷たくなった茶」はその例である）が、これが体系的なものか否かは
不明である。
３.３　jamatu「muu
」
s㷓 / jamatu「mus㷓gwaa 対 tabiz㷓「taa
」
ku / tabiz㷓taku「gwaa
　jamatu「muu
」
s㷓「ゴキブリ」の指小語形は jamatu「mus㷓gwaa という、音調の上昇の位
置が移動しない語形になるのに対して、同じ五音節語で前語末音節に高音調がある tabiz㷓
「taa
」
ku「旅支度」の指小語形は tabiz㷓taku「gwaa と、指小辞のみが高く発音される語形
になる。この二語と同じふるまいをする名詞⑷の直接構成素間の境界を - で表して比較す
ると、語構造に違いがあることが判る。
 ⑸ a. 上昇の位置が移動しない（jamatu「muu
」
si型）
   i. 㷊ais㷓-「kja㸎dee「アイスキャンディー」 㷊ais㷓「kja㸎degwaa
    㷊a㸎ba-「misjuu「油味噌」[0220] 㷊a㸎ba「misjugwaa
    gjuunjuu-「bi㸎「牛乳瓶」 gjuunju「bi㸎gwaa
    gu㸎zja-「muQc㷓㷓「鯨餅」[0218] gu㸎zja「muQc㷓gwaa
    harac㷓ki-「kjoodëë「従兄弟」（上野 1977：206） harac㷓ki「kjodëgwaa
    huuc㷓-「muQc㷓㷓「蓬餅」 huuc㷓「muQc㷓gwaa14
    Kun㷓㸎-「n㷓s㷓tuu「蜜柑泥棒」 Kun㷓㸎「n㷓s㷓tugwaa
    mome㸎-「bai「木綿針」（上野 2014：145） mome㸎「baigwaa
    s㷓gjoro-「cjaa「冷たくなった茶」 s㷓gjoro「cjaagwaa
    sjoogaku-「sjei「小学生」 sjoogaku「sjeigwaa
    tonogë-「gun㷓㸎「蜜柑」[0215] tonogë「gun㷓㸎gwaa
    z㷓bo㸎-「s㷓taa「ズボン下」[0320] z㷓bo㸎「s㷓tagwaa
   ii. c㷓buru-「baa
」
c㷓「熊蜂」[1204] c㷓buru「bac㷓gwaa
    karee-「rai
」
s㷓「カレーライス」（上野 2014：149） karee「rais㷓gwaa
    ma㸎ne㸎-「hii
」
c㷓「万年筆」[0150] ma㸎ne㸎「hic㷓gwaa
    s㷓kaku-「z㷓kuu
」
e「四角机」[0448] s㷓kaku「z㷓kuegwaa
    tookara-「banaa
」
s㷓「世間話」[0983] tookara「banas㷓gwaa
   iii. huru-do「kei「古時計」（上野 2014：151） hurudo「keigwaa
    㷊ijo-gu「n㷓㸎「伊予蜜柑」（上野 2014：152） 㷊ijogu「n㷓㸎gwaa ~ 
 㷊ijogun㷓㸎「gwaa
   iv. gjuu-naku「sjaa
」
mi「漁遊び」（岡村 2007：67） gjuunaku「sjamigwaa
    masju-㷊ee「zjaa
」
ra「塩辛とんぼ」（上野 2014：153） masju㷊ee「zjaragwaa
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  b. 上昇の位置が移動する（tabizi「taa
」
ku型）
   i. sjata-muQ「c㷓㷓「砂糖餅」 sjatamuQc㷓「gwaa
   ii. 㷊ai-z㷓「ruu
」
s㷓「蒙古斑」（岡村 2007：260） 㷊aiz㷓rus㷓「gwaa
    cja-baa「s㷓
」
ra「茶柱」 cjabas㷓ra「gwaa
    dëë-gu「ruu
」
ma「独楽」（上野 1977：215） dëëguruma「gwaa
    mai-s㷓「kjaa
」
t㷓「おむつ」 mais㷓kjat㷓「gwaa
    mata-ga「raa
」
s㷓「燕」（上野 1977：205） matagaras㷓「gwaa
    sjata-ba「naa
」
s㷓「噂話」（上野 2014：152） sjatabanas㷓「gwaa
   iii. gumi-㷊aa「ku
」
ta「ごみ」（上野 1977：211） gumi㷊akuta「gwaa
   iv. basjoo-「m㷓㷓「バナナ」[0213] basjom㷓「gwaa
    kakur㷓㷓-「gwa「私生児」[0928] kakur㷓gwa「gwaa15
　（5a）の複合名詞の大部分（i，ii）は前部成素は三拍以上で、後部成素の初頭拍から音調が
上昇する。一方で、（5b）の複合名詞の大部分（i，ii，iii）は前部成素は二拍以下で、後部成素
の語末から数えて二拍目を含む音節で音調が上昇する。しかし、これより包括的な捉え方
がある。指小辞が接辞し、高音調が削除され、短母音化が引き起されてから、長い複合名
詞の音調付与規則がそのまま再適用されれば、⑸の例のうちの（5a iii）以外の語形はすべて 
１.２節で導入した複合名詞の音調付与過程の適用で派生される。（5a iii）の指小語形の音調
を説明するために、高音調が重音節にある場合に限って、その高音調の消去は随意である
とする。
　⑸の例はすべて複合名詞に -gwaa が接辞するものであるが、共時的に非複合語と思われ
る名詞も、-gwaa が接辞して上昇の位置が移動する場合としない場合がある⑹。
 ⑹ a. C㷓㸎mja㸎「dëë
」
ra「蝸牛」 C㷓㸎mja㸎「dëragwaa
  b. kubuu「sju
」
m㷓「甲イカ」 kubusjum㷓「gwaa
   kuQ「kaa
」
ru「アカショウビン」 kuQkaru「gwaa
　（6a）は（5a）と同様に上昇に位置が移動しない語で、（6b）は（5b）のように上昇の位置
が右に移動する例である。これらの指小語形の音調も本分析で簡単直截に導き出される。
　（2c）の Kuris㷓「maa
」
s㷓「クリスマス」の指小語形はKuris㷓「mas㷓gwaa ~ Kuris㷓mas㷓「gwaa 
で、可能な発音は二通りある。これは <（Kuri）> s㷓（「maa
」
）s㷓 → <（Kuri）> s㷓（「mas㷓）-
（gwaa） ~ <（Kuri）>（s㷓ma）s㷓 -（「gwaa） というように解釈することができる。しかし、
gumi㷊akuta「gwaa ~ *gumi㷊a「kutagwaa，mais㷓kjat㷓「gwaa ~ *mais㷓「kjat㷓gwaa などのよう
に、一通りの発音しかない語形の方が多い。<（gumi）> -（㷊aa）（「ku
」
ta） → <（gumi）>
－ 12 －
（㷊aku）ta -（「gwaa） ~ *<（gumi）> 㷊a（「kuta）-（gwaa），<（mai）> s㷓（「kjaa
」
）t㷓 → <（mai）>
（s㷓kja）t㷓 -（「gwaa） ~ *<（mai）> s㷓（「kjat㷓）-（gwaa）である。このことから、複合名詞の後
部成素は、その成素の左端に韻脚がなければならないといえよう。後部成素に構築される
韻脚は左から付与される弱強型韻脚なので、その成素の左端の音節は特別な指定がなくて
も必ず韻脚構造に取り込まれることになる。一方、「クリスマス」は複合語ではないので、
弱強型韻脚ではなく、moraic trochee（二拍（重音節一つか軽音節二つ）からなる韻脚）
が構築される。
　jaa「ka
」
zjai「家具類」とgii「bu
」
gai「しゃこ貝」は語末の重音節が高くないことで、比
較的めずらしい音調型である｡ 16  jaa「ka
」
zjai は構造的に jaa-「ka
」
zjai であるから、本分析
によれば、前語末拍を含む音節に高音調の付与を阻害するために語末拍が韻律外であると
仮定できる。また、左から付与される高音調が二つ目の韻律的な単位に与えられるために、
語頭にある最大の韻律的単位が不規則的に韻律外にならない。この二つの不規則的な側面
（右側の韻律外性と左側の非韻律外性）は連動している可能性がある。これに対して、gii「bu
」
gai は gii「bu
」
-gai で、どう分析しても高音調は韻脚の初頭拍には与えられていない。この
違いは指小語形の音調に反映される。jaa-「ka
」
zjai の指小語形は（普通は使われないが、言
おうとすれば）jaa「kazjaigwaa （（jaa）（「kazjai）-（gwaa））になるのに対して、gii「bu
」
-gai 
の指小語形は giibu「gaigwaa である。ここでは、上昇の位置は移動してはいるが、（5b）と
違って -gwaa で上昇していない。これは１.２節で提案した複合名詞の音調の付与のし方で
分析すると <（gii）> bu（「gai）-（gwaa）のような構造になる｡17
３.４　結論
　以上の長い複合名詞の音調付与過程は二種類の韻脚を必要とするなどのだいぶ入り組ん
だ分析になってしまった。また、A語類（高起音調語）の（C）Vi型一音節語および（C）
VCV: 型二音節語が指小語形になると、低起音調になるという事実は３.１節で見てきたが、
この現象が何故に起こるかの説明には至っていない。本稿の資料と分析を公表して、より
簡明な分析案に向けて諸研究者のご意見・ご指導を仰ぎたい。
　最後に、他の琉球方言における指小語形の音調型について一言触れておきたい。他の琉
球諸方言の指小語形の音調型をみると、浅間方言の状況と大きな違いがあることに気付く。
浅間方言では基本的にA語類の名詞に指小辞が接辞した時、その指小語形がA語類の高起
音調になる。一方、多くの琉球方言では指小語形はA語類対応の音調であらわれないので
ある。
　与論島の麦屋東方言では指小接尾辞は -gama と -㸎ka の二つがあるが、次の例から解る
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ように指小語形はすべて ‒2（語末から二拍目を含む音節から高い）というC語類対応の音
調になる｡18
 与論島麦屋東方言（菊・高橋 2005）
 abu 0「洞窟」 abugama ‒2 isi 0「ハコフグ」 isi㸎ka ‒2
 㷊juu 0「魚」 㷊juugama ‒2 㷊juu 0「魚」 㷊ju㸎ka ‒2
 sudi 0「袖」 sudigama ‒2 picju 0「人」 picju㸎ka ‒2
 ami ‒1「雨」 amigama ‒2 hinja ‒1「貝」 hinja㸎ka ‒2
 jaa ‒1「家」 jaagama ‒2 inu ‒1「犬」 inu㸎ka ‒2
 cizi ‒2「粒」 cizigama ‒2 ani ‒2「姉」 ani㸎ka ‒2
 gaazja㸎 ‒2「蚊」 gaazja㸎gama ‒2 musja ‒2「虫」 musja㸎ka ‒2
 sjoogaci ‒2「正月」 sjoogacigama ‒2 tiru ‒2「竹かご」 tiru㸎ka ‒2
　首里方言も、A語類の名詞（起伏音調 = 1）はB･C語類の平板音調（0）になる。
 首里（国立国語研究所 1963）
 macija 1「商店」 macijagwaa 0 mici 1「道」 micigwaa 0
 tui 1「鳥」 tuigwaa 0 zitee 1「辞退」 ziteegwaa 0
 ami 0「雨」 amigwaa 0 jaccii 0「兄」 jacciigwaa 0
 uuki 0「桶」 uukigwaa 0 wata 0「腹」 watagwaa 0
　石垣市四箇方言の二つの指小接尾辞（-naa と -ama）も同様にA語類の名詞（起伏音調 
= 1）はB･C語類の平板音調（0）になる。
 石垣（宮城 2003）
 buubuu 1「草笛」 buubuunaa 0 buba 1「叔母」 bubaama 0
 izu 1「魚」 izoonaa 0 micï 1「道」 miceema 0
 turï 1「鳥」 tu㸎naa 0 taki 1「竹」 takjaama 0
 ubi 0「指」 ubeenaa 0 ubi 0「帯」 ubeema 0
 umui 0「思い」 umuinaa 0 buzja 0「叔父」 buzjaama 0
 u㸎 0「芋」 u㸎naa 0 tubaraa 0「恋人（男性）」 tubaraama 0
　石垣方言と同じ八重山方言である鳩間方言と竹富島方言も同様に指小語形はB･C語類（平
板音調）になり、A語類の起伏音調にはならない（ローレンス 1997：19-20；2013：10-11）。
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　与那国方言に関しては指小語形の音調資料は上野（2010，2013，2015a）にある20語ほど
しかないため、確乎としたことは言えないが、指小語形はB語類とC語類になり､19  A語類
の名詞に指小辞が接辞すると、C語類の音調になるようである｡20  上野（2010）にある 
㸎guit’i「睾丸」（29頁）と上野（2013）に見られる ijut’i「魚」（112頁），t’u㸎t’i「帯」（122頁）， 
dugat’i「縁側」（126頁），ucit’i「牛」（129頁），㸎nu㸎t’i「太鼓」（138頁）はその例である。
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註
１　音韻表記も音調の表示方式も基本的に上野（1977）に従う。但し、音節頭に声門閉鎖
音（㷊）がないことを示すアポストロフィー（ ’ ）は省略する。音調は「（高音調の出
だし）と 
」
 （高音調から低音調への下降）で表す。
２　⑴のA，B，Cのそれぞれの最初の三行にある語形で出典を挙げていないものは上野
（1977）にある語形である。本稿にあるその他の出典のない語例は筆者の調査による。
出典が [1234] のような形式になっているものは岡村他（2006）にあるもので、４桁の
数字はその中の文番号である。
３　s㷓na「㸎 「虱」 という語形はB語類（語末音節が重音節で、語末拍が高い）なのか、C語類
（前語末拍を含む音節が重音節で、語末拍が高い）なのかは音調と重音節の位置のみか
ら判断できかねるが、他の方言の音調との対応から 「虱」 は歴史的にC語類であること
がわかる（参照：沖永良部島皆川 sja
」
a「ni（上野 2004：194），与論 「sja㸎（菊・高橋 
2005：257））。共時的には、語末音節が長母音でない重音節の場合、B語類とC語類の
違いは中和される。
４　低起の四拍名詞は µµ「µµ の語形もあるが、その多くは数量表現のようである。最小対
もある（sa㸎「s㷓㸎「三寸」対 sa㸎s㷓「㸎「三振」）ので、µµµ「µ とµµ「µµ の関係については
更なる考察を要する。
５　上野（1977：２）は 
「
○○|/○（三音節語で語末音節が上昇音調）は存在するとしてい
るが、この場合の最初の二音節は軽音節でなければならない。
６　（2m，n）は前々語末拍長音化の例である。単純名詞の rosa㸎「zjee
」
rus㷓 「ロサンジェル
ス」（上野 2015b：204）と㷊eberee「s㷓
」
to「エベレスト」（上野 2015b：183）は同じ位置
の母音が長母音化している。
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７　弱強型の韻脚には次の三つの形がある（Hayes 1995：65，71）。
• 　二つの軽音節（計２音節２拍）
• 　一つの重音節（計１音節２拍）
• 　一つの軽音節とそれに続く一つの重音節（計２音節３拍）
８　同一単語内に二つのタイプの韻脚が構築される言語として英語とスペイン語（語末に 
moraic trochee 一つ、それより左は syllabic trochee）があり、そしてイロコイ語族の
オノンダガ語（語末に syllabic trochee 一つ、それより左は iambic（Hayes 1996：
266-７））が挙げられる。
　なお、琉球語では、徳之島松原方言や沖縄北部の今帰仁方言は iambic の韻脚（上野 
1998；ローレンス 1990）、那覇方言は moraic trochee（内間・野原 2006）が構築される。
那覇方言に moraic trochee があることを示す例に次のものがある。
 naa「ka㸎
」
geeka㸎gee「おのおのの考え」 naa「wa
」
kaiwakai「別れ別れ」
 naa「a
」
gaciagaci「おのおのが精を出すこと」 naa「ta
」
masiramasi「各自の分」
 naa「ka
」
meeigameei「各自が探し合うさま」 naa「tu
」
meeirumeei「各自が探し合うさま」
 naa「ciri
」
ziri「ちりぢり。ばらばら」 naa「hici
」
bici「おのおのの縁故（親戚筋）」
 naa「muki
」
muki「各自に合った仕事」 naa「hai
」
bai「各人ばらばら」
 naa「jaa
」
jaa「おのおのの家」 naa「mee
」
mee「めいめい。各自」
 naa「ruu
」
ruu「おのおのの体」
複合化する前に、右から moraic trochee が立てられ、naa- に後続する成素の左辺に位
置する最大の韻律単位が高音調を担う。内間・野原（2006）には掲載されていないが、
naa㸎kee㸎kee「各自の好みや向いた仕事」は naa「㸎
」
kee㸎kee として発音される。
９　上野（2014：169）。
10　bora㸎「tijaa 「ボランティア」（上野 2015b：200）と同じ韻律構造の buroQko「rii「ブロ
ッコリー」（上野 2015b：182）がなぜ *<bu>（roQ）（「korii）にならないかは謎である。
11　本稿では名詞の指小語形を扱うが、副詞にも指小語形があり、その音調のあり様は名
詞のと変わらない。
 㷊iQtu「ki㸎gwaa「ほんのちょっとの間」 [1726]（㷊iQtu「ki㸎「ちょっとの間」）
 「juQkuitugwaa「ゆっくりと」 [1724]
 「Cjuumaigwaa「一杯」 [0648.1]
 「joigwaa「じっと」 [0938]
 kjuraa「gwaa「きれいに」 [1043]
 「kanaagwaa sju㸎「可愛がる」
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ちなみに、「juQkui-tu-gwaa「ゆっくりと」 の意味で「juQkui-gwaaも言えるが、
*「juQkui-gwaa-tu という言い方はないという。
12　岡村ほか（2006：46 [0519]）。s㷓gjoro「mu㸎 は「冷たい物」の意。
13　伊江島方言の pamauri（生塩 2009：405）と伊是名方言の hamaurii（伊是名島方言辞
典編集委員会 2004：522）は同系の単語で、ともに B系列の音調である。
14　「huuc㷓muQc㷓㷓，「huuc㷓muQc㷓gwaa の発音もあるという。
15　意味の性質上、あまり使わない。
16　gii「bu
」
gai と同じ語構造と音調型をもつ語形にhjaa「ku
」
ma㸎「百万」 [0628] が、また 
jaa「ka
」
zjai と同じ語構造と音調型をもつ語形にsja㸎「sja
」
gai「三下がり（三味線の調子
の一つ）」（上野 2015b：203）が挙げられる。
17　gii「bu
」
gai は本稿の分析では語末音節が韻律外になっていると考えられるが、jaa-
kazjai と同様に語頭韻脚は韻律外になっていない可能性がある。
18　0 は平板（中平）音調で、‒1 は語末拍が高いことを表す。
19　A型音調の指小語形は上野（2015a：173）の abut’a-t’i「叔母」（参照：C型音調 abut’a
「母」）があるが、上野（2010：５）ではこれはB型音調になっており、先行研究のA型
音調と対比させていることから、B型音調の方が正しいと思われる。
20　指小辞をとると B語類の音調になるA語類の名詞もあろうかと思われる。
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